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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄－炭素－マンガンオーステナイト鋼の耐食性冷延板を製造する方法であって、
　化学組成が、含有量を重量％で表すと０．３５％≦Ｃ≦１．０５％および１６％≦Ｍｎ
≦２４％であり、化学組成の残部が鉄および鉄の精錬に由来する不可避的な不純物からな
る板を準備するステップと、
　前記板を冷延するステップと、
　鉄に関して還元し、マンガンに関して酸化する雰囲気の炉内で前記板の再結晶焼なまし
処理を行い、前記板の各面を、９５％を超えるアモルファス特性の混合酸化物からなる連
続的な（Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ酸化物下層および外面結晶酸化マンガン（ＭｎＯ）層の２層で被
覆し、これら片面２層の厚みが０．５μｍ以上であるように、前記焼なましのための温度
、露点、酸素分圧を選択するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すとＳｉ≦３％、Ａｌ≦０．０５０％、Ｓ≦
０．０３０％、Ｐ≦０．０８０％、Ｎ≦０．１％であり、および任意に、Ｃｒ≦１％、Ｍ
ｏ≦０．４０％、Ｎｉ≦１％、Ｃｕ≦５％、Ｔｉ≦０．５０％、Ｎｂ≦０．５０％、Ｖ≦
０．５０％などの１つまたは複数の元素を含むことを特徴とする、請求項１に記載の鉄－
炭素－マンガンオーステナイト鋼の冷延板を製造する方法。
【請求項３】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すと０．５％以上０．７％以下の炭素を有す
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ることを特徴とする、請求項１または２に記載の製造方法。
【請求項４】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すと０．８５％以上１．０５％以下の炭素を
有することを特徴とする、請求項１または２に記載の製造方法。
【請求項５】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すと２０％以上２４％以下のマンガンを有す
ることを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の製造方法。
【請求項６】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すと１６％以上１９％以下のマンガンを有す
ることを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の製造方法。
【請求項７】
　前記片面２層の厚みが１．５μｍ以上であるように、前記焼なましのための温度、露点
、酸素分圧が選択されることを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の鉄－
炭素－マンガンオーステナイト鋼の冷延板を製造する方法。
【請求項８】
　前記板の再結晶焼なまし処理が、鉄に関して還元し、マンガンに関して酸化する雰囲気
を有し、酸素分圧が２×１０－１７Ｐａ以上である炉内で実行されることを特徴とする、
請求項１から６のいずれかの一項に記載の鉄－炭素－マンガンオーステナイト鋼の耐食性
冷延板を製造する方法。
【請求項９】
　前記板の再結晶焼なまし処理が、鉄に関して還元し、マンガンに関して酸化する雰囲気
を有し、酸素分圧が５×１０－１６Ｐａ以上である炉内で実行されることを特徴とする、
請求項７に記載の鉄－炭素－マンガンオーステナイト鋼の冷延板を製造する方法。
【請求項１０】
　前記再結晶焼なましが、誘導加熱システムを備える連続焼なまし装置内で行なわれるこ
とを特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記板の前記再結晶焼なまし後に、リン酸塩処理が行われることを特徴とする、請求項
１から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　次いで、前記板を電気泳動による塗装で被覆することを特徴とする、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　鉄－炭素－マンガンオーステナイト鋼の耐食性冷延焼なまし板であって、化学組成が、
含有量を重量％で表すと０．３５％≦Ｃ≦１．０５％、１６％≦Ｍｎ≦２４％であり、組
成の残部が鉄および鉄の精錬に由来する不可避的な不純物からなり、前記板の各面が、９
５％を超えるアモルファス特性の混合酸化物からなる連続的な（Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ酸化物下
層および外面結晶酸化マンガン（ＭｎＯ）層の２層で被覆され、これら片面２層の全体の
厚みは、０．５μｍ以上である、鉄－炭素－マンガンオーステナイト鋼の耐食性冷延焼な
まし板。
【請求項１４】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すとＳｉ≦３％、Ａｌ≦０．０５０％、Ｓ≦
０．０３０％、Ｐ≦０．０８０％、Ｎ≦０．１％であり、および任意に、Ｃｒ≦１％、Ｍ
ｏ≦０．４０％、Ｎｉ≦１％、Ｃｕ≦５％、Ｔｉ≦０．５０％、Ｎｂ≦０．５０％、Ｖ≦
０．５０％などの１つまたは複数の元素を含むことを特徴とする、請求項１３に記載の鉄
－炭素－マンガンオーステナイト鋼の耐食性冷延焼なまし板。
【請求項１５】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すと０．５％以上０．７％以下の炭素を有す
ることを特徴とする、請求項１３または１４に記載の鉄－炭素－マンガンオーステナイト
鋼の耐食性冷延焼なまし板。
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【請求項１６】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すと０．８５％以上１．０５％以下の炭素を
有することを特徴とする、請求項１３または１４に記載の鉄－炭素－マンガンオーステナ
イト鋼の耐食性冷延焼なまし板。
【請求項１７】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すと２０％以上２４％以下のマンガンを有す
ることを特徴とする、請求項１３から１６のいずれか一項に記載の鉄－炭素－マンガンオ
ーステナイト鋼の耐食性冷延焼なまし板。
【請求項１８】
　前記板の化学組成が、含有量を重量％で表すと１６％以上１９％以下のマンガンを有す
ることを特徴とする、請求項１３から１６のいずれか一項に記載の鉄－炭素－マンガンオ
ーステナイト鋼の耐食性冷延焼なまし板。
【請求項１９】
　前記片面２層の厚みが１．５μｍ以上であることを特徴とする、請求項１３から１８の
いずれか一項に記載の冷延焼なまし板。
【請求項２０】
　リン酸塩化された層が、外面結晶ＭｎＯ酸化物層に重ねられていることを特徴とする、
請求項１３から１９のいずれか一項に記載の冷延焼なまし板。
【請求項２１】
　電気泳動による塗装が、次いで前記リン酸塩化された層に重ねられていることを特徴と
する、請求項２０に記載の冷延焼なまし板。
【請求項２２】
　自動車分野における構造部品または外被部の製造用である、請求項１から１２のいずれ
か一項に記載の方法によって製造された板。
【請求項２３】
　自動車分野における構造部品または外被部の製造用である、請求項１３から２１のいず
れか一項に記載の板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、非常に高い機械的特性および非常に良好な耐食性を有する鉄－炭素－マンガ
ンオーステナイト鋼の冷延板の合理的な製造に関する。
【０００２】
　用途によっては、特に自動車分野では、高い引張強度を大きな変形能と組み合わせる構
造材料を使用することが要求されている。厚みが０．２ｍｍ～６ｍｍに及ぶ冷延板の場合
には、それら用途は、例えば、自動車の安全性および耐久性に寄与する部品または外被部
に関する。強度および延性の必要条件を同時に満足するために、シリコン、ニッケルまた
はクロムなどの他の元素を任意に含むＦｅ－Ｃ（１．５％以内）－Ｍｎ（１５％～３５％
）鋼（含有量は重量％で表される）などの完全なオーステナイト構造を有する鋼が知られ
ている。
【背景技術】
【０００３】
　そのような冷延および焼なましコイルの形態の鋼板は、自動車産業に、例えば、亜鉛に
基づく耐食被膜を有して、または「むきだしで」供給されてもよい。次いで、むきだしで
の供給という状況は、例えば、腐食にさらされない自動車部品の製造において直面するも
のであり、ここで、リン酸塩化および電気泳動タイプの処理は、亜鉛被膜を必要とするこ
となく、単に実行される。顧客自身が、溶融亜鉛めっき処理または電気亜鉛めっき処理な
どの被膜処理を実行する、または実行したならば、鋼板はむきだしで供給されてもよい。
【０００４】
　したがって、Ｆｅ－Ｃ－Ｍｎオーステナイト鋼板が顧客にむきだしで供給されなければ
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ならない場合、製品を冷延および焼なます時点と部品を製造するために実際に使用する時
点との間の表面酸化を防ぐために、例えば、油膜などの一時的な保護層が塗布される。こ
れは、コイルの保存または輸送中に、使用に悪影響の表面酸化の進展に好都合な温度サイ
クルおよび雰囲気サイクルが交互に起こる可能性があるからである。さらに、処理する場
合、一時的な保護油膜は、摩擦または接触によって局部的に変化する可能性があり、耐食
性は、このように低減される可能性がある。したがって、絞り加工前後、しごき加工前後
、および塗装作業の前に、素材または部品が酸化する危険性を回避する製造方法を有する
ことは非常に望ましい。
【０００５】
　さらに、既に言及したように、使用条件が腐食の点からそれほど厳しくない用途の場合
には、焼なまし時の状態で、またはリン酸塩化および電気泳動塗装タイプの後処理後に、
満足な耐食性を付与する高い機械的特性を有する鋼を製造する方法を有することが望まし
い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明の目的は、亜鉛系被膜などの金属被膜がない状態で、高強度、強度
と伸長との有利な組み合わせ、および非常に良好な耐酸化性を有する、合理的に製造され
た鉄－炭素－マンガンオーステナイト鋼の冷延板を有することである。
【０００７】
　亜鉛系被膜によって付与された耐食性を達成することなく、本発明の対象は、むきだし
の板用の加工条件を非常に著しく向上する保護である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的のために、発明の対象は、鉄－炭素－マンガンオーステナイト鋼の耐食性冷延
板を製造する方法であって、化学組成が、含有量を重量％で表すと０．３５％≦Ｃ≦１．
０５％および１６％≦Ｍｎ≦２４％であり、化学組成の残部が鉄および鉄の精錬に由来す
る不可避的な不純物からなる板を準備するステップと、上記板を冷延するステップと、鉄
に関して還元し、マンガンに関して酸化する雰囲気の炉内で上記板の再結晶焼なまし処理
を行い、上記板を、実質的アモルファス（Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ酸化物副層および外面結晶酸化
マンガン（ＭｎＯ）層でその両面を被覆し、これら２層の全体の厚みが０．５μｍ以上で
あるように、上記焼なましのパラメーターを選択するステップとを含む方法である。
【０００９】
　有利には、板の化学組成は、含有量を重量％で表すとＳｉ≦３％、Ａｌ≦０．０５０％
、Ｓ≦０．０３０％、Ｐ≦０．０８０％、Ｎ≦０．１％であり、および任意に、Ｃｒ≦１
％、Ｍｏ≦０．４０％、Ｎｉ≦１％、Ｃｕ≦５％、Ｔｉ≦０．５０％、Ｎｂ≦０．５０％
、Ｖ≦０．５０％などの１つまたは複数の元素を含む。
【００１０】
　板の化学組成は、含有量を重量％で表すと０．５％以上０．７％以下の炭素を有するこ
とが好ましい。
【００１１】
　有利には、板の化学組成は、含有量を重量％で表すと０．８５％以上１．０５％以下の
炭素を有する。
【００１２】
　好ましい実施形態によれば、板の化学組成は、含有量を重量％で表すと２０％以上２４
％以下のマンガンを有する。
【００１３】
　有利には、板の化学組成は、含有量を重量％で表すと１６％以上１９％以下のマンガン
を有する。
【００１４】
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　焼なましの間に形成された２つの酸化物層の表面層の全体の厚みは、１．５μｍ以上の
厚みを有することが好ましい。
【００１５】
　好ましい特徴によれば、板の再結晶焼なまし処理は、鉄に関して還元し、マンガンに関
して酸化する雰囲気を有し、酸素分圧が２×１０－１７Ｐａ以上である炉内で実行される
。
【００１６】
　有利には、焼なまし処理は、鉄に関して還元し、マンガンに関して酸化する雰囲気を有
し、酸素分圧が５×１０－１６Ｐａ以上である炉内で実行される。
【００１７】
　また、焼きなましの際に形成される実質的アモルファス（Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ酸化物副層は
、連続的な特徴を有することが好ましい。
【００１８】
　好ましい実施形態によれば、結晶ＭｎＯ酸化物層は、連続的な特徴を有する。
【００１９】
　また、上記再結晶焼なましは、小型連続焼なまし装置内で行なわれることが好ましい。
【００２０】
　好ましい実施形態によれば、次いで、上記板のリン酸塩処理が行われる。
【００２１】
　また、次いで、上記板の電気泳動処理が行われることが好ましい。
【００２２】
　本発明の対象はまた、化学組成が、含有量を重量％で表すと０．３５％≦Ｃ≦１．０５
％、１６％≦Ｍｎ≦２４％であり、組成の残部が鉄および鉄の精錬に由来する不可避的な
不純物からなり、実質的なアモルファス（Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ酸化物副層および外面結晶酸化
マンガン（ＭｎＯ）層でその両面が実質的に被覆され、これら２層の全体の厚みは、０．
５μｍ以上である、鉄－炭素－マンガンオーステナイト鋼の耐食性冷延焼なまし板である
。
【００２３】
　有利には、化学組成は、Ｓｉ≦３％、Ａｌ≦０．０５０％、Ｓ≦０．０３０％、Ｐ≦０
．０８０％、Ｎ≦０．１％、および任意に、Ｃｒ≦１％、Ｍｏ≦０．４０％、Ｎｉ≦１％
、Ｃｕ≦５％、Ｔｉ≦０．５０％、Ｎｂ≦０．５０％、Ｖ≦０．５０％などの１つまたは
複数の元素を含む。
【００２４】
　板の化学組成は、含有量を重量％で表すと０．５％以上０．７％以下の炭素を有するこ
とが好ましい。
【００２５】
　有利には、板の化学組成は、含有量を重量％で表すと０．８５％以上１．０５％以下の
炭素を有する。
【００２６】
　好ましい実施形態によれば、板の化学組成は、含有量を重量％で表すと２０％以上２４
％以下のマンガンを有する。
【００２７】
　有利には、板の化学組成は、含有量を重量％で表すと１６％以上１９％以下のマンガン
を有する。
【００２８】
　本発明の好ましい特徴によれば、２つの層の全体の厚みが１．５μｍ以上である。
【００２９】
　好ましい特徴によれば、実質的アモルファス（Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ酸化物副層は、連続的な
特徴を有する。
【００３０】
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　外面結晶ＭｎＯ酸化物層は、連続的な特徴を有することが好ましい。
【００３１】
　板は、外面結晶ＭｎＯ酸化物層上に重ねられているリン酸塩化された層を含むことが好
ましい。
【００３２】
　また、板は、リン酸塩化された層に重ねられている電気泳動層を含むことが好ましい。
【００３３】
　本発明の対象はまた、自動車の構造部品または外被（ｐｅａｕ）部の製造用の、上記方
法によって製造された板の使用である。
【００３４】
　本発明の対象はまた、自動車分野における構造部品または外被部の製造用の、上記板の
使用である。
【００３５】
　本発明の他の特徴および利点は、実施例で以下に記載の経過で明らかとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　本発明者らは、多くの試みの後、下記条件を観察することによって、上述した様々な必
要条件が満足されることを示した。
【００３７】
　鋼の化学組成について、炭素は、微構造の形成上、非常に重要な役割を果たす。それは
、積層欠陥エネルギーを増加させ、オーステナイト相の安定性を促進する。１６重量％～
２４重量％のマンガン含有量と組み合わせて、この安定性は、０．３５％以上の炭素含有
量のために得られる。特に、炭素含有量が０．５％～０．７％である場合、オーステナイ
トの安定性は、より大きく、強度が増加する。さらに、炭素含有量が０．８５％以上であ
る場合、より大きな機械的強度が得られる。しかし、炭素含有量が１．０５％を超える場
合、炭化物の析出を防ぐことは困難になり、それは、特に、巻く間および巻いた後に、工
業的製造における熱サイクル中に生じ、延性と靱性の両方を低下させる。
【００３８】
　マンガンはまた、強度を高め、積層欠陥エネルギーを増加させ、オーステナイト相を安
定させるための必須元素である。マンガンはまた、連続焼なましステップの間、特有の酸
化物の形成について非常に重要な役割を果たし、これら酸化物は、後の腐食および被覆性
に関して保護的な役割を果たす。そのマンガン含有量が１６％未満である場合、マルテン
サイト相が形成される危険があり、それは、かなり変形能を減少させる。１９％まで増加
されたマンガン含有量は、より大きな積層欠陥エネルギーを有する鋼の製造を可能にし、
それによって、双晶変形モードを促進する。マンガン含有量が、炭素含有量に対して２０
％～２４％である場合、高い機械的特性を有する部品の製造に適した変形能が得られる。
【００３９】
　しかし、マンガン含有量が２４％を超える場合、大気温度で延性は低下される。さらに
、コストの理由で、マンガン含有量が高いことは望ましくない。
【００４０】
　アルミニウムは、鋼から酸素を除去するための特に有効な元素である。炭素のように、
それは、積層欠陥エネルギーを増加させる。しかし、高いマンガン含有量を有する鋼中に
過度のアルミニウムの量の存在は、欠点を有する。これは、マンガンが、液体鉄中の窒素
の溶解度を増加し、大量のアルミニウムが鋼中に存在するなら、アルミニウムと結合する
窒素が、窒化アルミニウムの形で析出し、熱変態中に粒界の転移を妨害して、クラックが
現われる危険性を非常にかなり増加させるからである。０．０５０％を超過しないＡｌ含
有量は、ＡｌＮの析出を回避することを可能にする。相応して、窒素含有量は、凝固中に
、この析出および体積欠陥（気泡）の形成を回避するために、０．１％を超過してはいけ
ない。
【００４１】
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　シリコンはまた、鋼から酸素を除去するため、および固相硬化のための有効な元素であ
る。しかし、３％の含有量を越えると、それは、不適当な酸化物を形成する傾向があり、
したがって、この限定以下に維持しなければならない。
【００４２】
　硫黄およびリンは、粒界を脆くする不純物である。それぞれの含有量は、十分な熱間延
性を維持するために、０．０３０％および０．０８０％を超過してはいけない。
【００４３】
　クロムおよびニッケルは、固溶体硬化によって、鋼の強度を高めるために任意に使用し
てもよい。しかし、クロムは、積層欠陥エネルギーを低減するので、その含有量は、１％
を超過してはいけない。ニッケルは、切断時に、高い伸長を得ることに寄与し、特に、靱
性を増加させる。しかし、また、ニッケル含有量を１％を超過しない極大値に限定するこ
とは、コストの理由で望ましい。同様の理由で、モリブデンは、０．４０％を超過しない
量で加えられてもよい。
【００４４】
　同様に、任意に、５％を超過しない含有量までの銅の添加は、金属銅の析出によって、
鋼を強固にする１つの手段である。しかし、この含有量を越えると、銅は、熱間圧延板の
表面欠陥の外観の原因である。
【００４５】
　また、チタン、ニオブおよびバナジウムは、炭窒化物（ｃａｒｂｏｎｉｔｒｕｒｅ）の
析出によって強固になるために任意に使用されてもよい元素である。しかし、Ｎｂまたは
ＶまたはＴｉ含有量が、０．５０％を超える場合、炭窒化物の過度の析出が、靱性の低減
を引き起こす可能性があり、それは、回避されなければならない。
【００４６】
　本発明による製造方法が、以下のように実行される。上記付与された組成を有する鋼が
精錬される。次いで、鋼板が、約０．６ｍｍ～１０ｍｍに及ぶ厚みを有する製品を得るよ
うに、熱間圧延される。次いで、この鋼板は、約０．２ｍｍ～６ｍｍの厚みに冷延される
。冷延後、鋼の異方性微構造は、非常に変形された粒から構成され、延性が低減される。
本発明によれば、満足な機械的特性を得ることとは別に、次の再結晶焼なましの目的は、
特に高い耐食性を付与することである。
【００４７】
　通常、鋼板は、それに特有の微構造および特有の機械的特性を付与するために、再結晶
焼なましをうける。工業的条件下で、この再結晶焼なましは、鉄に関して還元する雰囲気
が広がる炉内で実行される。この目的のために、板は、外部雰囲気から隔離された部屋か
らなる炉を通り、ここを還元ガスが流れる。例えば、このガスは、水素および窒素／水素
の混合物から選択され、－４０℃～－１５℃の露点を有してもよい。
【００４８】
　本発明者らは、焼なまし条件が、板の両側で、０．５μｍ以上の全体の厚みを有する表
面の酸化物層を得るために、正確に選択される場合、耐食性が増加することを実証した。
この表面の酸化物層自体は、以下によって、形成される。
【００４９】
　・基板に接し、実質的にアモルファスの特徴を有する連続または不連続の混合酸化物（
Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ副層。「実質的にアモルファスの特徴を有する」という用語は、副層が、
アモルファスの特徴が９５％を超える混合酸化物からなるという事を示す、および
　・結晶の特徴を有する連続または不連続の酸化マンガンＭｎＯ層。
【００５０】
　実質的にアモルファス（Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ表面酸化物層が連続的な場合、耐食性が特に高
いことが実証された。この特徴は、耐食性を増加させ、粒界がより低い抵抗領域であるこ
とが分かる。
【００５１】
　本発明者はまた、鉄－炭素－マンガンオーステナイト鋼板を連続的に焼なますための特
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有の条件が、鉄に関して還元し、マンガンに関して酸化する雰囲気が存在する状態で、そ
のような表面層の形成をもたらすことを実証した。
【００５２】
　本発明による製造方法の１つは、特に、酸素分圧が２×１０－１７Ｐａ（約２×１０－

２２ｂａｒ）以上の場合に、炉内で焼なますことである。例えば、ガスは、水素または２
０体積％～９７体積％の窒素を含み、残部は水素である混合物から選択されてもよい。し
たがって、当業者の一般知識によって、付与された雰囲気に関して、当業者は、２×１０
－１７Ｐａより大きな酸素分圧を得る目的で、焼なまし炉の動作パラメーター（焼なまし
温度や露点などの）を適応する。
【００５３】
　後で説明するように、１．５μｍ以上の厚みを有する層は、さらに有利な耐食性を得る
目的で望ましい。本発明による製造方法のうちの１つは、５×１０－１６Ｐａ以上（約５
×１０－２１ｂａｒ）の酸素分圧の炉内で焼なますことである。
【００５４】
　例えば、誘導加熱による急速加熱および／または急速冷却を含めて、小型連続焼なまし
装置内の雰囲気中の急速焼なましは、本発明の実行のために有利に使用されてもよい。
【００５５】
　以下の実施形態は、例を挙げて、本発明によって付与される他の利点を示す。
【００５６】
　オーステナイトのＦｅ－Ｃ－Ｍｎ鋼は、その組成が重量％で表わされ、表１に付与され
た熱間圧延板の形態で製造され、次いで、１．５ｍｍの厚みに冷延された。

【表１】

【００５７】
　次いで、鋼板は、下記条件下で、１５体積％の水素を含む窒素雰囲気中で６０秒間、再
結晶焼なまし処理にさらされた。
　・従来の条件に対応する焼なまし：温度：８１０℃、露点：－３０℃、酸素分圧：１．
０１×１０－１８Ｐａ未満、
　・本発明による焼なまし：温度：８１０℃、露点：＋１０℃、酸素分圧：５．０７×１
０－１６Ｐａより大きい。
【００５８】
　これらの焼なまし条件は、１０００ＭＰａの強度および６０％より大きい切断時の伸長
に相当する。
【００５９】
　従来の条件の下で、酸化物表面層の全体の厚みは、０．１μｍである。通常の条件より
著しく高い露点で実行された８１０℃での焼なましの場合には、形成された（実質的にア
モルファス（Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ副層および結晶ＭｎＯ層）表面酸化物層は、１．５μｍの全
体の厚みを有する。実質的なアモルファス特徴を有する（Ｆｅ，Ｍｎ）Ｏ層は、完全に連
続的である。
【００６０】
　次いで、Ｆｅｒｒｏｃｏａｔ（登録商標）Ｎ６１３０の一時的保護油を０．５ｇ／ｍ２

の量で使用して、焼なました板に油を塗布した。この操作は、冷延されたむき出しの鋼コ
イルの製鉄所における製造とその後の使用との間の経過期間に、コイルの一時的保護を再
生することであった。加熱／湿式腐食試験は、２００ｍｍ×１００ｍｍの測定試料上で行
なわれた。この試験では、加熱／湿式相（１００％相対湿度で、４０℃、８時間）が、室
温相（１６時間）と交互に起こり、試験は、環境変化の間に、耐食性を決定する目的を有
する。
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【００６１】
　次に、鋼基板の腐食の特徴である赤さびが現われた条件、またはこの赤さびが試験試料
の１０％に相当する領域に広がる条件が留意された。
【００６２】
　赤さびの外観、または１０％の被覆率に関するサイクル数として表した結果は、下記の
とおりである。
【表２】

【００６３】
　したがって、本発明による焼なまされた板は、非常に高い耐食性を有し、赤さびが現わ
れるまでの時間は、実際に２倍である。
【００６４】
　高温／高湿腐食試験において１０％被覆までのサイクル数によって表された最小の耐食
性を規定することが、自動車工業での一般的な実務であり、１５サイクルの最小強度がし
ばしば要求される。
 
【００６５】
　本発明者らは、酸化物層（（Ｆｅ，Ｍｎ）ＯおよびＭｎＯ）の全体の厚みが、１μｍ以
上であった場合、１５サイクルの最小抵抗が得られたことを実証した。
【００６６】
　さらに、貫通耐食性試験が、上述の焼なまし条件で行なわれた。結果は、２サイクルま
たは５サイクル（１サイクルは塩噴霧に３５℃で４時間さらし、次いで、６０℃で２時間
乾燥し、９５％相対湿度に５０℃で２時間さらすことからなる）後の赤さびの割合として
表し、以下の表に付与された。

【表３】

【００６７】
　これらの結果は、本発明によって付与した貫通耐食性における改良を実証する。特に、
酸化物層の厚みが１．５μｍ以上である場合、酸化の進展が、実質的に非常に遅らせられ
る。
【００６８】
　本発明による冷延焼なまされた板は、リン酸塩処理に有利にさらされてもよい。特に、
本発明者らは、リン酸塩化により、外部ＭｎＯ層の結晶特徴およびその性質が、被膜によ
く役立つことを実証した。外面結晶化層が連続的な膜を形成して、リン酸塩化により、非
常に均一な保護に結びつく場合、この特徴は、なおさら明言される。
【００６９】
　リン酸塩化後に、電気泳動による塗装を有する後の被膜は、十分に耐食性部品を製造す
ることを可能にする。このようにして得られた部品は、有利に、耐食性必要条件がそれほ
ど厳しくない用途で使用される。
【００７０】
　本発明による方法は、板の保存および移動状態が、酸化の危険に関して、特有の対応を
必要とする場合、むき出しの冷延Ｆｅ－Ｃ－Ｍｎオーステナイト鋼板を製造するために特
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